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１．研究計画の概要 
本研究では、スウェーデンが EC 加盟を政策
の選択肢として議論した 1960 年代から EUに
加盟する 1995 年までのスウェーデン政治へ
のヨーロッパ統合の影響の分析を行ったう
えで、1995 年に EU 加盟国となった以降の EU
からスウェーデン国内政治への影響につい
て考察を行うことにより、地域統合組織に加
盟した国家で起こった国内政治の変容を明
らかにすることを目指す。 
 
２．研究の進捗状況 
2007 年度は、スウェーデンが EEC 加盟を政策
の選択肢として議論した 1960年代から、1995
年に EU加盟を果たして 12年が経過した現在
までの、スウェーデンとヨーロッパ統合の関
係を整理した上で、特に 1970 年代初頭に EC
への完全加盟は行わないことを決定した国
内政治を分析した。国内政治の分析によって、
EC 加盟申請を強行することでスウェーデン
の中立政策に関して各党間で激しい議論を
戦わせることや、従来の中立政策のあり方を
大きく変更することは、1970 年代初頭の時点
では国内のどの政治的アクターにとっても
選択肢ではなかったことを明らかにする研
究論文を発表した。 
2008 年度は、1980 年代末から 90 年代初頭に
かけてのスウェーデンを取り巻く国際環境、
スウェーデン国内政治を考察し、スウェーデ
ン政府が EC 加盟申請決定に至った要因を分
析した。スウェーデンを取り囲む国際環境の
変化と同時に、スウェーデン国内でもさまざ
まな分野での国際化や分権化によって国内
政治の主要アクター間の関係が変化し、既存
の政策決定システムが変容した結果、スウェ

ーデン政府は EC 加盟申請決定を短期間のう
ちに実現し、90 年代初頭に加盟申請に至った
ことを示す研究論文を発表した。また、1960
年代から 2000 年代までのスウェーデンとヨ
ーロッパ統合の関係を整理し、学会発表を行
った。 
2009 年度は、欧州議会選挙を中心に地域統合
組織が加盟国国内政治に及ぼす影響の分析
を行い、現地調査も踏まえて、欧州議会選挙
では既存政党への不満や候補者個人の人気
が反映される特徴があることを明らかにす
る論文を発表した。同時に、2009 年後半に
EU 議長国となったスウェーデンに赴き、会議
開催の状況やスウェーデン国民の反応につ
いて、現地での調査を行った。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
(理由) 
当初の予定外の外部機関の仕事が入ったも
のの、毎年海外現地調査を行い、研究調査結
果を論文や学会での研究発表などで毎年公
表している。研究遂行の順番は前後すること
もあるが、おおむね順調に研究を進めている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
2010 度は本研究の最終年度であり、スウェー
デンが EUに加盟する前の 1980 年代における、
スウェーデンと EC の関係およびスウェーデ
ンの対 EC 政策に関する研究を進め、論文を
執筆して刊行する予定である。また、昨年度
現地調査を行ったスウェーデンの EU 議長国
担当時のスウェーデンにおける会議開催状
況、会議の結果、およびスウェーデン国民の
反応を分析し、論文を執筆、完成させること



を目指す。9 月にスウェーデンで 4 年ぶりの
総選挙が実施されるため、現地に赴き、EU に
かかわる問題がどのように取り扱われてい
るかを調査する。選挙結果も踏まえながら、
スウェーデンにおける、新党の形成、伸長、
衰退と EC/EU の問題の関係を探り、地域統合
組織が国内政治に与えた影響という視角か
ら、新党にまつわる現象について研究を進め
る予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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